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尾張旭市議会の議員定数は、条例で

現在２１名となっています。しかし、

平成２４年４月より市長選挙出馬の

為、２名の市議会議員が辞職し、実

質１９名の議員で議会運営がされて

いるのが実態です。私が所属する会

派（維新の会・福祉・改革ライン）

では、平成２５年度の議会あり方検

討会において、１２名に削減できる

のではないかと立証してきました。

社会保障費の増加傾向は加速するば

かりです。そして、消費税増税で生

活者負担は増えるばかり・・・。 

議員、公務員は、税金をお預かりし

て市民の為の仕事をさせていただい

ています。効率よく運営されること

が、市民より求められています。実

際１９名の議員で、この２年間は議

会運営を進めてきました。この議員

数で「出来る！」事を実証していま

す。２１名に戻す必要があるとは、

とても考えられません。そこで、我

が会派案１２名への急激な削減が難

尾張旭市議会議員 

 

平成２６年６月号 第 33 号 

 

発行者：山下幹雄（尾張旭市議会議員） 

488-0076 尾張旭市新居町山の田 3208-20 TEL：0561-52-4344 

平成１５年初当選。現在３期目（維新の会・福祉・改革ライン代表） 

SNSで情報発信中！検索⇒山下幹雄 

http://www.facebook.com/mikio.yamashita


しいならば、せめて現状の１９名の

議員定数で改選を迎えるべきです。 

  

            

削減反対議員からは、こんな意

見が・・・ 

★議会の機能を保つには、条例上の

２１人が限界。 

★平成１５年以降、定数の見直しは

２期ごとに行ってきたのでこれにあ

わせる。 

こうした意見を支持した議員が、現

在全議員の３分の２程度存在してい

ます。ただ、会派（議員のグループ）

の意見集約で、やむなく統一見解と

している議員もいるようです。 

市民の皆さんは、どの

ように感じますか？ 

尾張旭市の市議会議員の報酬は、年

間約７００万円。その他、政務活動

費等を含めますと２名削減で１５０

０万円以上の歳出削減（市のお金を

使わずに済む）になります。 

６月２６日の議会最終日に 

議員提案第 1号 尾張旭市議

会議員の定数を定める条例

の一部改正についての議決が

行われます。是非、関心を持って皆

さんの声をお近くの市議会議員に届

けてください。今回の提案が通らな

ければ、改選後の４年間（平成２７

年～３１年）は、２１議席のままと

なり約６０００万円以上の歳出削減

チャンスを逃すことになります。 

市民の声が最大の力です！ 

 私は、是々非々の議論の中、しが

らみにとらわれず各行政分野におい

てチェック（指摘）、提言をしてき

ました。その背中を押していただい

たのは、市民の皆様の声です。 

 

 

新聞報道でも大きく取り上げられた

「不適切な随意契約事件」は、昨年９

月議会から始まり、12 月議会、３月

議会と全貌の追及と改善への道のり

を問いただしてきました。結果、随意

契約事務改善の委員会が召集され、

３月末にその報告書がまとまり公表さ

れています。（市ホームページ市政情報より） 

昨年９月議会で指摘した一連の随意契

約における不祥事を調査・・・改善策へ 


